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論 文 の 要 旨 
 
音声音響信号の高能率圧縮符号化技術は、1970 年代の電話通信のデジタル化に始まり、限られた
電波資源の下で収容端末数を最大化する必要のあった携帯電話での利用など、さまざまな場所で用い
られてきた。 
プロ用途の波形編集素材などでは、原音に忠実な可逆符号化技術を用いる必要がある。また、一部
のプロは、自らの作品を原信号のまま近年では、サンプリング周波数 48kHz 量子化ビット数 24 ビ
ット以上のハイレゾ音源による楽曲配信などが話題になっている。このようなハイレゾ音源などの圧
縮符号化を行う場合には、復号後に完全に原音に戻ることが保証される可逆符号化技術を用いる必要
がある。 
本研究では、音声、音響信号のための可逆圧縮符号化技術とその応用について検討し、浮動小数点
表現された時系列信号の可逆符号化や、対数圧伸された音声信号の可逆符号化アルゴリズムについて
提案を行い、その有効性を示している。 
提 案 手 法 は 、 国 際 標 準 ISO/IEC 14496-3 MPEG-4 Audio Lossless Coding(ALS) 、
ITU-TRecommendation G.711.0、国際標準 ISO/IEC 23000-6 MPEG-A Professional Archival 
ApplicationFormat (PA-AF) に採用されている。 
 
 審 査 の 要 旨 
【批評】 
本研究は、以下の 3本の柱からなる。 
1) 浮動小数点表現された音響信号の可逆符号化において、入力信号はもともとは A/D 変換された
際には整数信号であったものが、編集の過程で浮動小数点表現に変換されたものである場合が多いこ
とに着目し、入力信号 X を、近似共通因数を用いて、商の整数信号系列 Y と余り系列 Z に分離して
符号化する近似共通因数符号化を提案している。提案法では浮動小数点信号のための全く新しい符号
化方式を再発明するのではなく、既に存在する整数信号のための高能率な可逆符号化を利用して商の
整数信号系列 Y を符号化している。余り系列 Zは、新たに考案したMasked Lempel-Ziv 符号化を
用いて符号化する手法を提案している。提案法によって音声音響信号をより効率よく圧縮符号化でき
ることを示している。提案手法は、国際標準 ISO/IEC 14496-3 MPEG-4 Audio Lossless Coding(ALS) 
に採用されている。 
2) 対数圧伸された音声信号の可逆符号化アルゴリズムでは、既に ITU-T G.711で符号化されてい
るサンプリング周波数 8 kHz, 8 bit, 64 Kbit/s の信号を入力とする、可逆圧縮符号化方式を提案して
いる。Plus Minus Zero Mapping や写像領域線形予測符号化(Mapped Domain Linear Predictive 
Coding)、エスケープ付きハフマン符号化、再帰 Rice 符号化などを新たに提案している。G.711.0 を
用いることで G.711 信号をおよそ半分のサイズに可逆圧縮することができる。提案手法は、
ITU-TRecommendation G.711.0 に採用されている。 
3) 提案したロスレス符号化方式をマスター音源データの長期保存に応用するためのアーカイブパ
ッケージフォーマットの設計・提案と、それらを組み合わせた楽曲アーカイブシステムの提案を行っ
ている。提案したアーカイブパッケージフォーマットは、アーカイブのための標準規格Open Archival 
Information System (OAIS)Reference model で定義された情報パッケージ(Information Package) 
に準拠し、国際標準 ISO/IEC 23000-6 MPEG-A Professional Archival ApplicationFormat (PA-AF) 
に採用されている。 
 
研究の着眼点、新規性、有効性、実用性において極めて優れた研究であり、博士（工学）の学位を
受けるにふさわしい優れた論文と評価する。 
【最終試験の結果】 
平成２９年２月９日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
